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第２回委員会の振り返り議題1
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第2回委員会の振り返り

○第2回委員会での意見（1/3）

【敷地内の施設レイアウトについて】

• 課題および検討方針の全部を一度に整備するのは時間もかかるの
で、順次整備していくことも大事。また、全国の空港を見てきて
新しいコンセプトなどを取り入れられるとよい。

• 福井空港は商業地が付近にあり、店舗がテナントとしてビルに入
る方法だけでなく、周辺の店舗から持ち込んでもらう形などで来
ていただくといった方法もある。

• 旅客のことなどを考えると駐車場をあまり減らすのは不安。今あ
る植え込みを平地化するなど、知恵を絞ってなるべく駐車場を減
らさない方向で検討願いたい。

• エプロンは地上からみると広く見えるが、航空機から見ると意外
に小さい。東日本大震災時の先行事例を参考に運用面を考えると
よい。
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○第2回委員会での意見（2/3）

【空港ビルの機能について】

• 福井空港の特徴をいかに活かせるか、全国にないような機能を持たせ
るかが重要。日本海側から教育旅行の受け入れや、恐竜博物館に結び
つけることができるのでは。ソフト面でのスペースも確保しつつ、航
空事業者に可能性をリサーチすることも重要では。どのような機能、
レイアウト、活用があるか、コスト面の限界も踏まえつつ、特徴を活
かせるように知恵を絞ってほしい。５０年に１度のことであり、県外
の方の意見も聞きながら、可能性を広げて検討していただきたい。

• 福井空港の特徴はグライダーのメッカであること。なかなか活動がク
ローズアップされていないが、地域の子供たちのあこがれとなってき
た。空を愛する子供たちを福井空港が育ててきたのは事実であり、こ
れからも次の世代を育てる役割を担ってほしい。

• 今回整備した後は当分整備しないため、先を見据えてしっかり検討し
てほしい。パブリックスペースも今よりも広くする必要があるのでは。
今の多目的ホールは柱もあって使い勝手が悪い。

5

第2回委員会の振り返り1
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第2回委員会の振り返り

○第2回委員会での意見（3/3）

【全 般】

• 将来像のロードマップはあるだろうが、ゴールに合わせるとよ
くないこともある。今のスケジュールにこだわらず、先進地も
見て、しっかり検討の時間をとることが重要では。

• 新しいものをつくるとわくわくして、あれもほしいこれもほし
いとなりがち。何でもかんでも入れるのが良いのかという観点
もあり、身の丈に合った整備をすべき。
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他空港の事例議題2



空港名 所在 滑走路長
定期便

（国内線）
供用開始

現ビル
建築年

着陸回数
（国内線）

駐機
スポット数

岡南飛行場 岡山県小山市南区 1,200ｍ なし S63.3.11 H16 4,954回
固定翼機45スポット
回転機 20スポット

天草空港 熊本県天草市 1,000ｍ 往復5便/日 H12.3.23 H12 1,525回
ｺﾐｭｰﾀｰ機 2スポット
（内1箇所を小型機3機
に割り振って使用）

県営名古屋空港
愛知県西春日井郡
豊山町 2,740ｍ 往復24便/日 H17.2.17 H17 20,284回

ｺﾐｭｰﾀｰ機 28スポット
小型機 65スポット

熊本空港
熊本県上益城郡益
城町 3,000ｍ 往復40便/日 S55.4.1 R3 21,278回 19スポット

なかしべつ

中標津空港
北海道標津郡中標
津町 2,000ｍ 往復6便/日 H9.3.2 H9 1,646回

ｺﾐｭｰﾀｰ機 3スポット
（内1箇所を小型機3機
に割り振って使用）

(参考)福井空港
福井県坂井市春江
町 1,200ｍ なし S41.6.30 S41 3,488回 小型機11スポット
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２ 他空港の事例（空港の諸元）

（出所）数字で見る航空２０２３、HP



検討項目 他空港の事例 ポイント

岡
南
飛
行
場

エプロンの規模 ⚫ 機体（ヘリ、固定翼機）で分かれたエ
プロンの利用

機体毎にスポットを集約（エプロン3箇
所）

空港ビルの機能 ⚫ ターミナルビルの管理棟単独で建替
⚫ 旧ビル入居者（県警、民間事業等）が

各自で個別に事務所を設置

・既存エプロンが広いため、各自がエプロ
ンに面して建物を設置可
・ビルに一般利用できる控室や会議室がな
い

⚫ 消防車庫を個別に整備 滑走路端部までの出動所要時間（規定）を
満たす位置に整備

⚫ 航空運送事業が操縦士訓練の教室（ト
レーニングセンター）を整備

空港としての特徴、セールスポイント

天
草
空
港

搭乗手続スペース
（ロビー等）

⚫ 乗客数40人程度の手荷物の受け取りや
搭乗時のセキュリティーチェック等を
実施

部屋が５ｍ×８ｍ程度の広さしかないため、
４０人程度の乗客でも手狭とのこと
（もっと広い面積が必要）
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２ 他空港の事例



検討項目 他空港の事例 ポイント

県
営
名
古
屋
空
港

待合室 ⚫ ビジネス機ターミナルの設置 プライベートジェットに対応した待合室

飲食店 ⚫ 空港内に食堂（出発、到着ロビーの
前）を設置

近くにショッピングモールもあり、一般の
方の利用頻度が高くない（空港関係者の利
用が主）

中
標
津
空
港

木造建築 ⚫ 建物が木造 構造そのものが木造

熊
本
空
港

⚫ 建物は鋼構造（内装で対応） 木材を内装等に使用
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２ 他空港の事例
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２ 他空港の事例（岡南飛行場 管理機能に絞った事務所の例）

岡山県HPより

建物凡例
格納庫
車庫
給油設備
事務所管理棟外観
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２ 他空港の事例（岡南飛行場 管理機能に絞った事務所の例）

3階屋上展望エリア1階ロビー

管理機能に絞った最小限の事務所（民間の事業所は各々が別棟で整備）

1階管理事務カウンター 消防車庫（別棟）の1階会議室
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２ 他空港の事例（岡南飛行場 その他施設）

岡山航空㈱（研修センター）岡山航空㈱ （格納庫兼事業所）

岡山市防災航空隊（格納庫兼事務所）

空港ビルを管理棟として最小限で整備しているため
航空隊や事業者は格納庫と事務所を整備。（消防車庫も別棟整備）

消防車庫（管理別棟）
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２ 他空港の事例（天草空港 到着/出発ロビーの例）

到着ロビー内の状況

到着ロビー（エプロン側入口） 空港内ロビー

出発ロビー（ビル内入口）

HP「そらマメさん道路局」より
(https://soramameroad.hatenablog.jp/entry/2021/02/02/122007)

熊本県HPより
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２ 他空港の事例（県営名古屋空港
プラベートジェット待合室/空港内飲食店の例）

●空港内に含まれる飲食店（内装）

●空港付近にある
大型ショッピングモール
空港のターミナルビルから約800m

（徒歩約10分）

●ビジネス機ターミナル
プライベート機の搭乗手続、待合に対応

県営名古屋空港HPより

【参 考】

県営名古屋空港HPより
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２ 他空港の事例（木材を活用した例）

熊本空港（内装：県産木材、構造：鉄骨造）

なかしべつ

中標津空港（北海道）（構造：木造一部鉄筋）

中標津空港HPより

阿蘇くまもと空港HPより

中標津空港HPより

阿蘇くまもと空港HPより
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敷地内の施設レイアウトについて議題3



風向 灯

1.5 0

ｺ ﾝ ﾃ ﾅ 

駐車場

ターミナルビル

①

②

③ ④ ⑤
⑥

⑦

⑧

⑨

⑪

⑩

⑭

⑬

⑫

施設名称 所有者 使用

① 空港ビル 福井空港㈱

② 格納庫 福井空港㈱ 民間貸与

③ 庁舎・格納庫 福井県警察 県警ヘリ

④ 格納庫 福井県（地域医療課） ドクターヘリ

⑤ 格納庫 福井県（危機対策・防災課） 防災ヘリ

⑥ 格納庫 民間 民間

⑦ 電気局舎 福井県（空港事務所）

⑧ 給油施設 福井県（空港事務所）

⑨ 車庫 民間 給油車両

⑩ 車庫（倉庫） 福井県（空港事務所）

⑪ 倉庫 福井県（空港事務所）

⑫ 車庫 福井空港㈱ 給油関係

⑬ 倉庫（ｺﾝﾃﾅ） 福井県（地域医療課） 防災医療

⑭ 宿舎・研修等 日本学生航空連盟 日本学生

エプロン

駐車場

風向指示器

【現在の施設】
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3.1 現況施設の配置図



委員会、航空関係者等からの意見 検討項目 対応方針（案）

⚫ 福井空港で離着陸可能な航空機での
チャーター便ができるとよい。

航空機利用促進 ※現在のエプロンでも既存滑走路で
離着陸できる航空機は対応可能

⚫ バス、タクシー等の停車場が必要
⚫ 駐車場を過度に減らして欲しくない
⚫ 空港から目的地への移動について利便性が必要
⚫ 富裕層の誘客にはプライバシーを保てる

待合室があるとよい
⚫ パイロット(小型機など)が休む部屋がある

とよい。

駐車場
送迎車両用通路
個別待合室

空港利用者の移動の利便性を向上
・現駐車場を再配置し、
停車場スペース、必要台数を確保

・エプロンでの送迎車両の横付けを従来通り継続
・プライバシーを保てる待合スペースを検討

⚫ 小型ジェットの可能性を広げてほしい
⚫ プライベートジェット利用や

災害、積雪時の受入に対応できるように
駐機場、格納庫があるとよい

格納庫 格納庫の確保について検討

⚫ 小型固定翼機がヘリと混在しているため、
離発着するヘリの風で悪影響あり

機材タイプ毎の
エリア分け

小型機とヘリの駐機エリアを分ける

⚫ 周辺からのアクセスや動線の検討が必要、
入りづらい印象

空港へのアクセス 道路からの視認性について検討

施設レイアウトに対しての意見および対応方針
（１）日常・観光利用
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3.2



委員会、関係機関等からの意見 検討項目 対応方針（案）

⚫ エプロンが狭く、駐機スポットの数が
不十分

⚫ ヘリの駐機スポットとしてはややサイズ
が小さい

⚫ 小型ジェットの可能性を広げてほしい
【再掲】

エプロンの拡張
駐機スポット数・
サイズ

通常時および災害時に対応可能な
駐機スポット数を最大限確保

⚫ 防災ヘリの事務所と格納庫が離れている
⚫ 防災ヘリと県警ヘリ・ドクターヘリの

事務所相互も離れている

防災関連ヘリの
配置

防災関係の格納庫、駐機場を
利便性が向上するように配置を検討

⚫ 小型固定翼機がヘリと混在しているため、
離発着するヘリの風で悪影響あ【再掲】

機材タイプ毎のエ
リア分け

小型機とヘリの駐機エリアを分ける【再掲】
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3.2 施設レイアウトに対しての意見および対応方針
（２）防災

できるだけ具合的な表現は削除しました。



21

空港ビルの機能について議題4



民間事業者（事務所等）
その他（事務所等）

県管理事務室（気象観測機能含む）
180m2

ｾ ﾝ ﾄ ﾗ ﾙ ﾍ ﾘ ｺ ﾌ ゚ ﾀ ー 
ｻ ー ﾋ ゙ ｽ ㈱

30m2 ホール
パブリックスペース
（大会議室など）

180m2

旧管制室

16m2

男子
便所
10m2

女子
便所
10m2

女子更衣室
20m2

消耗
品庫

10m2

空部屋
40m2

男子更衣室
20m2

航空
協会

10m2

消防委託業者控室

70m2

消防車庫
30m2

福井空港㈱事務所

45m2

ﾏ ｯ ｸ ｽ ﾊ ゚ ﾜ ー ㈲
20m2

自家発電

24m2
便所

階段

給油事業者
水上商事㈱

15m2
公共施設
地図航空㈱

30m2

防災航空隊

90m2

宿直室
20m2

電気室
30m2

便所
10m2

女子
便所
10m2

男子
便所
10m2

多便所
5m2

救急
資器材
保管庫
7.5m2

階段

休憩室
20m2

旧事務所
(航空局)
15m2

JAXA
一部使用

35m2

階段

凡例

休憩室

7.5m2

１F

２F

３F

授乳室
7.5m2

物入

4.6

4
.
6

計60.0ｍ

計
1
2
.
0
ｍ

計70.0ｍ

5.0ｍ

計
1
2
.
0
ｍ

6
.
0

6
.
0

5.0ｍ

ロビー

階段

15.0ｍ

6
.
0

6
.
0

6
.
0

6
.
0

NPO日本災害救援飛行協会
30m2
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空港ビルの現在の施設状況4.1

現況施設入居状況は以下の通り。

県空港事務所

元航空局
ｽﾍﾟｰｽ ｾﾝﾄﾗﾙﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ

ｻｰﾋﾞｽ㈱

大会議室

ロビー

防災航空隊NPO日本災害救
援飛行協会

水上商事㈱

ﾏｯｸｽﾊﾟﾜｰ㈲

公共施設
地図航空㈱

消防控室・車庫
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空港ビルの例 【第2回委員会資料（再掲）】4.2

※使用しない時は地域交流機能として活用

事例１
【管理機能のみ】

事例２
【管理機能＋ターミナル機能】

事例３
【管理機能】

＋【ターミナル機能】＋【付加機能】

空港管理機能
（事務室・会議室等）

〇 〇 〇

空港消防機能・給油機能・気象
観測機能（消防車庫・給油事
業・気象観測業務等）

〇 〇 〇

旅客利用機能
（出到着ロビー・搭乗待合室・
バゲージクレーム、売店等）

－ 〇※ 〇※

空港関係事業者利用機能
（入居者スペース）

－ 〇 〇

付加機能
（規模の大きい飲食・店舗、
多目的ホール等）

－ － 〇

他空港の例

岡南飛行場 天草空港（工事誌より） 県営名古屋空港



委員会、関係機関等からの意見 対応方針（案）

利
活
用
面

・福井空港で離着陸可能な航空機でのチャーター便が
できるとよい【再掲】

・旅客機のチャーターに対応可能なロビーの検討
・ロビーについては、平時はイベント利用

災害時はDMATなどが活用
・県民がにぎわう場になるとよい

・特徴のあるものを整備すべき
（福井空港の特徴はグライダー利用。
小型機やプライベートジェットが使いやすい空港）

・プライベートジェット等の利用者に対応した
待合・休憩スペースを検討

・入居団体・機関の協力を得て、航空分野への興味や
防災意識の醸成につながる教室・体験会の実施や
展示物を設置

・富裕層の誘客にはプライバシーを保てる
待合室があるとよい

・パイロット(小型機など)が休む部屋があるとよい。

・子供が楽しめる展望エリアを作るとよい 展望エリアの設置を検討

・カフェや飲食店がほしい
・周辺店舗から持ち込む方法もある

常設または仮設的に使えるスペースを検討

・新たな入居希望者への対応（事務所など） 空港利用者等に聞き取りし、需要があれば検討

・会議室がほしい（用途：講習会、説明会など）

災害時に現地対策本部として利用可能な会議室の
設置を検討
（平常時は有料会議室としての貸出しも含めて検討）

防
災
面

・個別に指揮所として使える会議室がほしい

・防災航空、警察、自衛隊等の関係機関が調整可能な
会議室が必要
（現ビルはコミュニティホールで対応可能）

空港ビルに対しての意見および対応方針

24

4.３
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第2回ワークショップの結果（速報）４.4

（A班）

●プライベートジェットで来られた方
人に会わずに航空機に搭乗、隔絶された特別なエリアで休憩

●空港に宿泊できる施設を設置
朝から航空機の離陸が見られる体験

（B班）

●防災機能 屋根付き広場
●先端技術 ドローン、JAXA、自動運転など
●遊び場 カフェなど
●フライト情報の発信 SNSの利用

（C班）

●子供向け 遊び場（遊具）、土産物
（コンセプトはエンゼルランドと差別化）

●大人向け 飲み屋
●プライベートジェット利用者用の出入口
●緑のテラスやエントランス
●屋根がある屋外スペース（防災など有効活用）

▶「コンセプトと必要機能のアイディア整理」について、3グループ（A,B,C）に分かれて実施

「特別な空間」

「防災機能と
先端技術」

「集客」



今後のスケジュール

キック
オフ講
演会

６月２３日（日）

第１回
検討
委員会

７月８日（月）

委員会・ワークショップスケジュール（令和６年度）

９月11日（水）

◆現状（日常・防災）
と将来像の共有

◆空港の抱える課題

第３回
検討
委員会

10月22日（火）

第２回
検討
委員会

26

◆施設内のレイアウトについて
◆空港ビルの規模について

◆これまでの意見および対応の方向性
◆空港ビルの機能について

1月以降

構想（案）
を提示

第１回
ワーク

ショップ

９月４日(木)

第２回
ワーク

ショップ

10月17日(木)

第3回ワーク
ショップ

第4回ワーク
ショップ

1月以降
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